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1 は じ め に

前報において,木酢液 (純正木酢液①,農研テクノ製)

は,蚕核多角体病の発病を抑制することを報告した
Lの。

一方,桑葉には,ウ イルス病の発病を抑制する成分が含ま

れていることが知られている。そこで,桑条を用いて作製

した木酢液の蚕核多角体病の発病抑止効果について検討し

た。

2試 験 方 法

(1)供試木酢液

供試木酢液は,桑条を原材料とし,燻燃器O(新型502,

香蘭産業株式会社製)を用い作製した。対照木酢液として,

純正木酢液⑬を用いた。

(21 発病抑制効果

1)蟻蚕に対する核多角体病発病抑制効果

蚕核多角体浮遊液 (104/融 ,106/醸 ,10。 /祀)及び

蒸留水それぞれ025膨を3× 3× 0 5ooの人工飼料に塗布 ,

風乾させた。この飼料を蟻蚕 (春嶺×鐘月)各区50頭に摂

食させた。 1齢 2日 目,2齢 1日 目,3日 目に 2種木酢液

(250倍液,500倍液,1000倍液)を ファインスプレーを用

い噴霧 した。 10日 後の死亡頭数を調査 し,Reed and

Muench"の方法を用いιogLD∞ 値及び不活化指数を算

出した。

2)2齢蚕に対する核多角体病発病抑制効果
1齢 1日 目と2齢 2日 目に供試木酢液の250倍液.51Xl倍

液及び1000倍液を人工飼料 5g当たり025配噴霧し,摂食

させた。 2齢 1日 目に核多角体浮遊液 (106/融 ,10`/ma,

10'/卍)及び蒸留水それぞれ025″を3× 3× 0 5calの 人

工飼料に塗布,風乾させた後蟻蚕に摂食させた。核多角体

摂食後 7日 目の死亡頭数を調査し,′οgLDЮ 値及び不活化

指数を算出した。

3)木酢液散布による計量形質に与える影響

供試蚕品種は,1～ 3齢人工飼料育の春嶺×鐘月を用い

た。木酢液500倍液 (5齢 1箱当たり252)を給桑時に桑

葉に散布した。試験区は,4齢 1日 日,5齢 1日 目, 3日

目散布の区と4,5齢期間中毎日散布の区を設け,蚕の計

量形質に与える影響について検討した。

3 試験結果及び考察

桑条から抽出した木酢液の蟻蚕に対する核多角体病発病

抑制効果試験の結果を表 1に示した。木酢液を供試したす

べての区において不活化指数は約05であつた。

桑条から抽出した木酢液による2齢蚕に対する核多角体

病発病抑制効果試験の結果を表 2に示した。桑条から抽出

した木酢液の250倍液区,500倍液区において不活化指数が

001と 対照区とほぼ変わらない値であったが,1∞0倍液区

では087と高い値を示した。これらのことから桑条から抽

出した木酢液は純正木酢液0と 同様に蟻蚕, 2齢蚕に対し

て核多角体病の発病をある程度抑制することが認められた。

桑条から抽出した木酢液散布による計量形質に与える影

表 1 桑条から抽出した木酢液の蟻蚕に対する核多角
体病発病抑制効果
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摂食させた後,1齢 2日 目と2齢 1日 目,3日 目に
調製した木酢液を人工飼料 5g当 たり250μ″噴霧
し、摂食させた。核多角体摂食後10日 目の死亡頭数

を調査 し,Reed and Muenchの 方法でιogLD"
値及び不活化指数を算定した。

表2 桑条から抽出した木酢液の 2齢蚕に対する核多
角体病発病抑制効果
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注 1齢 1日 目と2齢 2日 目に調製した木酢液を人工飼
料 5g当 たり250μ′噴霧し,摂食させた。 2齢 1
日目に核多角体の段階希釈液を摂食させ,7日 後の

死亡頭数を調査し,Reed and Muenchの 方法で
ιοgLD“ 値及び不活化指数を算定した。
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表3 桑条から抽出した木酢液散布による計量形質に
与える影響

機蚕歩合  イ踊  1万頭 南重 繭層重 南層
試 験 区 4-嚇 族繭中 歩合 収繭量          歩合

認められず,桑条から抽出した木酢液を蚕の飼育中に蚕座

に散布しても悪影響はないと考えられた。以上のことから,

桑条から抽出した木酢液を市販されている木酢液と同様に

蚕座環境の改良剤として使用可能であると考えられた。

現在,木酢液の抽出材料として蚕糞や,桑株などについ

ても検討している。
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α)(%)(%)セ  g  g (%)
桑条から抽出 Ａ

Ｂした木酢液

22 34 944 171 1940487254
28  36  986  176 200  0498 252

純正木酢液0
Ａ

Ｂ

無処理区 -244093517221X1051X1252
注 A:4齢 1日 日,5齢 1,3日 目の給桑時に木酢液

5110倍液を散布した。
B:4,5齢 期間中毎日,給桑時に木酢木500倍液
を散布した。

響について検討した結果を表 3に示した。それぞれの木酢

液を散布した区は,各調査項目において無処理区との差は

22  32  947  167  195 0479 248
27  36  986 162  188 0474 254
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